	授業情報


	開講年度
	2006年度 

	科目名
	女性・しごと・ライフデザイン 

	
	 

	学期曜日時限
	前期 
	金４時限 

	担当教員
	福沢　恵子／矢口　徹也／浅倉　むつ子／大森　眞紀／嶋崎　尚子／村田　晶子 

	開講箇所
	オープン教育センター 
	配当年次
	１年以上 

	科目区分
	講義 
	単位数
	2 

	使用教室
	 １５－３０１ を予定
	 キャンパス
	 西早稲田

	備考
	オープン科目

	 科目キー
	9A00000114 
	 科目クラスコード
	01 


	シラバス情報


	最終更新日時：2005/12/20 18:40

	講義概要
	　みなさんが女性の就業と就業継続の現代的課題を理解し、また、自分自身の将来の働きかた、くらし方を考えてもらうために、学内外の法律、経済、社会、教育、労働に関わる教員がそれぞれの立場から講義を担当します。 
　社会構造の変貌と進路選択の多様化の中で、キャリア形成にむけた教育機会が必要となっています。そのような社会的要請のなかで、本講座は文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課の委託事業「女性のキャリア形成支援事業」の一環として本年度開講されることになりました。
　就職にむけた「対策」ではなく、大学卒業後の働きかた、くらし方について考える基礎をさまざまな立場から提供し、その上で大学時代にどんな力をつるべきかも考えてもらいたいと思っています。また、男女共同参画の実質化にむけた課題としても、学生のみなさんにひろく学んでいただきたい内容です。

	シラバス
	　内容は、A.女性・しごと・ライフデザインの基礎、B.就業継続の現状、C.M字型就労の理解、D.労働と法律、E.学校教育・生涯教育の課題、F.労働と人権、を柱に講義をすすめます。また、先輩たちにロールモデルとしてお話を伺うこと、ゲスト・スピーカーを招いた講義も予定しています。

　毎回のテーマはつぎの通りです。

１.オリエンテーション―本講座のねらい
２.成人期への移行：社会へ飛び立つこと-卒業生の追跡調査から―その１
３.しごと・家族（Work and Family）-卒業生の追跡調査から―その２
４.女性のＭ字型就労
５.男女雇用機会均等法
６.働く女性と裁判
７.職業とライフデザイン 
８.女性とキャリア・ハザード
９.ロールモデルのみつけ方
10.キャリア支援と学校教育
11.ジェンダーと生涯学習
12.労働と人権―人身取引という問題
13.変化する企業・働き方

	教科書
	ありません。

	参考文献
	適宜指示します。

	評価方法
	課題レポートの提出によって評価します。

	関連URL
	文部科学省委託 早稲田大学　女性のキャリア形成支援事業　J-CAREER WASEDA PROJECT
http://www.waseda.jp/prj-j-career/


